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はじめに
近年､高度難聴に対する治療として､人工内耳手術が盛んに行われるようになってきた｡
本治療では､蛸牛内に挿入された電極により､蛸牛神経が直接電気的に刺激されることに
なるため､難聴耳の蛸牛における､聴神経一次ニューロンの病理は､人工内耳治療の適応
を考える上で極めて重要となる｡一般に､言語獲得後に聾となった症例では､良好な術後
成績が得られることが知られているが､なかには期待した程の効果が得られない症例も存
在し､難聴耳の一次ニューロンの病理が､量的な側面はもとより､残存神経の電気刺激に
対する興奮性などの質的な側面からも解明される必要性がある｡
従来､難聴耳の蛸牛神経病理については､残存ニューロンの量的側面に関する検討は多
数あり､ヒト側頭骨や内耳障害動物における組織学的研究により､難聴耳の蛸牛において
は聴神経一次ニューロンの数に減少が見られることは報告されてきたが､その細胞の機能
について検討されることはなかった｡
そこで､本プロジェクトでは､難聴モデル動物の単離ラセン神経節細胞を対象に､共焦
点レーザー蛍光顕微鏡を用いて､ a)蛍光指示薬を用いた細胞活性､並びに､ b)電気刺激､
陽イオン負荷などの脱分極刺激に対する細胞の興奮性の測定､評価を行い､難聴耳におけ
る一次ニューロンの機能的病理を細胞工学的を検討､病的的牛における､蛸牛神経の機能
的病理が解明された｡
本研究で細胞工学的に解明された機能的病理に関する知見は､人工内耳治療を､基礎的
側面からサポートをするだけでなく､一一人工内耳適応耳の残存ニューロンの機能をできるだ
け良好に保つにはどうしたら良いか''など､今後の取り組むべき研究テーマへの､極めて
重要な基礎的データ-となるものであるが､これら成果は文部省科学研究費(基盤C 2　課
題番号09671731)に負うところが大きく､本報告として集約した｡
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